
検査は、血液検査と尿検査が重要で、血液検査では血糖値を測定して高血糖となっ
ているか、尿検査では尿糖が認められるかを確認します。
治療は、食事管理とインスリン投与の2本柱で行います。その犬に必要な摂取カロリー
量をもとに、適切なインスリンの量を決めます。
食事は、食後の血糖値がゆるやかに上がるよう作られた療法食（高タンパク、低炭水
化物、低脂肪、食物繊維が豊富）がベスト。決められた食事とインスリン投与を１日２
回、12時間ごとに行うのが基本です。


